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研究目的
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本報告では、廃棄物から発生するCH4や

CO2ガス、廃棄物の分解に必要なO2ガス

の動態を調べ、準好気性埋立地の性能評

価に資する計算モデルを紹介する。

廃棄物の減量化やリサイクルが積極的に推進されているが、

廃棄物をゼロにすることは不可能であり、どうしても有効利

用できないものは、最終処分場に埋立処分せざるを得ない。

準好気性埋立とは、わが国の標準的な埋立方式であり、(1) 
水環境への負荷軽減、(2) ガスの排出に伴う問題を防止し、

(3) 埋立地管理期間の短縮といった優位性は認められている

ものの、その効果を確実に得るための設計・管理に関する根

拠が乏しく、理論的な裏付けが必要である。



数理モデルの考え方
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 廃棄物の分解が完了するまでの時間 → 維持管理期間

 CH4やCO2放出量 → 温室効果ガス放出量の抑制効果

 なによりも、共通の考え方で評価できる



期待される成果
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 埋立構造の違い

 埋立物の種類や量の違い

 降雨量・気温の違い

を共通の枠組みで評価できる

その地域に応じた処分場を!!!



 圧力・流れ場 (疑似二相流方程式)

 濃度 (移流拡散方程式)

 温度 (対流拡散方程式)

計算モデルの概要
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ｶﾞｽ発生/消費
に伴う圧力変化
Qg (kg/m3/s)

廃棄物からの
分解生成熱
QT (W/m3) よくわからない

観測値になるように…

廃棄物分解に伴う
ｶﾞｽ発生量/消費量

Ri (mol/m3/s)

g CH4 CH4 CO2 CO2 O2 O2Q =M R +M R +M R +...

Sub1のﾓﾃﾞﾙ・実測値を活用



 酸素消費量

 分解性有機物

— 好気分解速度

— 嫌気分解速度

 メタン発生量

廃棄物分解・ガス発生/消費
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準好気埋立地の安定化挙動解析
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 目的

埋立構造の違いで、酸素供給量や安定化速度は変わるか？

 方法

— 断面二次元、非定常計算

— 気液二相流、四成分ガス輸送、廃棄物分解モデル

準好気埋立 水没した準好気埋立 嫌気埋立



計算条件
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6m0 1 2 3 4 5

0

1

2

3

4m 覆土

埋立廃棄物 60oC

ｶﾞｽ抜き管 (砕石)

集排水管φ40mm (浸出面)

降雨100mm/yr

大気圧/大気濃度/20oC

大気圧/大気濃度/20oC

廃棄物 覆土 砕石

乾燥密度 (kg/m3) 1,200 1,800 1,500
固有透過度 (m2) 10-12 10-14 10-10

間隙率 0.3 0.3 0.5
VGﾊﾟﾗﾒﾀ a (m-1) 3.01 3.01 9.03
VGﾊﾟﾗﾒﾀ n 1.56 1.56 3.24

残留水飽和度 0.15 0.15 0

残留ｶﾞｽ飽和度 0.15 0.15 0

屈曲率 Millington-Quirk
比熱 (J/kg/K) 1,000 800 1,200
熱伝導 (W/m/K) 0.95 0.4 0.4

密度 (kg/m3) 粘性 (Ps*s) 拡散率 (m2/s) 比熱 (J/kg/K) 熱伝導率 (W/m/K)
純CH4 状態方程式 ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ

Chap.-Enskog
(相互拡散係数

を求める)

双曲線近似 多項式近似

純CO2 状態方程式 ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ 双曲線近似 多項式近似

純O2 状態方程式 ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ 双曲線近似 多項式近似

純N2 状態方程式 ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ 双曲線近似 多項式近似

混合 状態方程式 Wilke (名称不明) 加重平均 (名称不明)



試算結果 (非定常)
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酸素、有機物量の時間変化を表現可能

 安定化期間の算出

酸素濃度の時間変化 有機物量の時間変化
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酸素侵入深さと有機物量の時間変化
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埋立層への酸素供給速度は、埋立地の構造のみならず、
廃棄物の分解特性にも左右される。Sub1との連携により、
廃棄物の性状に応じた性能評価が可能となった。

有機物量の予測結果
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酸素濃度の予測結果
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